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九州運輸局メールマガジン 平成２３年７月１４日 第１３１号 

～九州の明日を拓く運輸と観光～ 

九州運輸局ＨＰアドレス  http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/ 

 

いつも九州運輸局メールマガジンをご覧いただき誠にありがとうございます。 

次号は、７月２８日（木）に配信いたします。 

 

◆◆◆※※※◇◇◇※※※◆◆◆※※※◇◇◇※※※◆◆◆※※※◇◇◇※※※ 

 

―◆― 目 次 ―◆― 

１ 九州運輸局ホームページアップ情報（７月７日～７月１３日掲載分） 

☆各種情報 

☆分野別情報 

☆報道発表 

☆お知らせ    

２ 現場リポート 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

１ 九州運輸局ホームページアップ情報（７月７日～７月１３日掲載分） 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

☆各種情報 

《入札・契約情報》 

・企画競争実施公示（平成２３年７月１２日付け） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/nyusatsu/list2.html#KIKAKU_KOUJI 

 

・企画競争に係る実施結果の公表（平成２３年７月１２日） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/nyusatsu/pdf/kikaku_kekka/110712.pdf 

 

《行政処分状況》 

・一般乗合旅客自動車運送事業者の行政処分状況（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/jigyousya/noriai/pdf/noriai23_06.pdf 

 

・一般貸切旅客自動車運送事業者の行政処分状況（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/jigyousya/kasikiri/pdf/kasikiri23_06.pdf 

 

・一般乗用旅客自動車運送事業者の行政処分状況（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/jigyousya/jyouyou/pdf/jyouyou23_06.pdf 

 

・一般貨物自動車運送事業者の行政処分状況（過積載を除く）（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/jigyousya/KAMOTU/pdf/kamotu23_06.pdf 

 

・一般貨物自動車運送事業者の行政処分状況（過積載に限る）（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/jigyousya/KAMOTU/pdf/kasekisai23_06.pdf 

 

 

☆分野別情報 

《バス・タクシー・トラック》 

・タクシーの申請公示状況（平成２３年７月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/ji_bu_ka/bus/k_2306.pdf 

 



・自家用有償旅客運送制度の着実な取組みに向けての対応について 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/jidousya_k/file14/jika04_2.pdf 

 

・バスの申請・処分状況（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/ji_bu_ka/bus/s_2306.pdf 

 

・タクシーの申請・処分状況（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/ji_bu_ka/taxi/s_2306.pdf 

 

・トラックの申請・処分状況（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/ji_bu_ka/truck/s_2306.pdf 

 

《物流》 

・倉庫業の新規登録状況（平成２３年６月分） 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/ji_bu_ka/souko/2306.pdf 

 

☆報道発表 

・造船所の皆さん“ご安全に”！ 

～今年度、初の「統括安全衛生責任者研修会」開催～ 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/press/pdf/2011-0708_senpakusangyou.pdf 

 

・外国人観光客の受入態勢を外国人の目線で改善します! 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/press/pdf/2011-0708_kokusai.pdf 

 

・南九州三県の観光ＰＲのために岡山県知事を訪問します 

～「夏たびフェア in 岡山」に参加し、熊本・宮崎・鹿児島三県の魅力をＰＲ～ 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/press/pdf/2011-0713_kantika.pdf 

 

☆お知らせ 

・国土交通省バリアフリー化推進功労者大臣表彰（第５回）推薦案件を募集しま 

す！ 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/osirase/files/2011-0707_syougyouka.pdf 

 

・平成２３年海事代理士試験実施概要について 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/osirase/files/2011-0711-ryokaku.pdf 
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２ 現場リポート 
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----------------------------------------------------------------------- 

▼▼「めざせ海技者セミナーin FUKUOKA」を開催しました▼▼ 

～来たれ海へ 若い力を結集しよう～ 

----------------------------------------------------------------------- 

去る６月２１日、九州運輸局は福岡合同庁舎新館（海技試験場ほか）において、 

「めざせ海技者セミナーin FUKUOKA」を開催しました。 

  

現在、外航海運や内航海運では、約 31,000 人の日本人船員が働いています。 

外航海運は我が国の貿易量の９９％を輸送し、また、内航海運においても年間１ 

億人の旅客と国内貨物の３４％が海上輸送されており、四面環海の我が国におい 

て、重要な交通・輸送手段となっています。一方、船員の労働環境面では、５０ 



歳以上の内航船員が５１％を占めるなど高齢化が進んでおり、若年船員をはじめ 

とした船員の確保・育成を図ることが喫緊の課題となっています。 

 

こうしたところから、九州運輸局では、ハローワーク業務と併せて、船員の確保・ 

育成のため様々な支援事業を展開しており、本セミナーもその一つとして開催し 

たものです。なお、同様なセミナーは、今年度、九州地区も含め全国７地区で開 

催が予定されています。 

 

本セミナーでは、九州地区船員対策連絡協議会（※）の協賛のもと、①企業説明 

会や就職面談会②講習会である就職セミナー、③九州運輸局による海技資格・就 

職相談の３会場（コーナー）に分けて実施し、水産系高等学校生５校（２９名）、 

海上技術学校生２校（６６名）、大学生３校（８名）、離職者等(５名)の合計１ 

０８名と海運事業者２２社が参加しました。  

  

企業説明会等では、参加者が企業毎に設置された「ブース」を積極的に訪問し、 

各社の担当者から会社の概要や船舶の就航状況などの説明を熱心に聞き入ってい 

ました。また、講習会では、元航海士の方が講師となり、実体験を基にした内航 

船の船内の様子や職場の実態などを分かり易く説明していただきました。     

  

なお、当日は参加者アンケートを実施しましたが、その概要は次のとおりです。 

 

・このセミナーは、若い方が多く、意欲的に感じました。（３０代/船員経験なし） 

・普段、学校では聞けない現場の内容を詳しく聞けて、とても有意義な時間を過 

ごせました。（１０代/学生） 

・船員を目指す人に対してとても勉強になりました。就職への第一歩が踏み出せ 

ました。（１０代/学生） 

・船員雇用を図るうえで、今後につながるセミナーでした。（参加企業） 

・皆さんの熱心さに心を打たれました。（参加企業） 

・定期的に開催して欲しいと思います。（参加企業）                  

 

九州運輸局では、今後も学生の就業体験（インターンシップ）事業の実施等、船 

員の確保・育成のための支援事業を積極的に実施していきます。      

 

※九州地区船員対策連絡協議会  

内航海運が抱えている船員労働力の不足問題に対応するため、九州地方海運組合 

連合会及び全国内航タンカー海運組合西部支部並びに九州運輸局により構成され 

た協議会。 

 

※当日の模様は、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_131_10.pdf 
 

（海事振興部 船員労政課） 

 

----------------------------------------------------------------------- 

▼▼平成２３年度夏季安全総点検を実施▼▼ 

----------------------------------------------------------------------- 

九州運輸局では、夏季の多客期を控えた７月１日から１０日までの間、旅客船、 
カーフェリー等の海上交通機関を対象とした「夏季安全総点検」を実施しました。 
 



船舶による海難事故が発生した場合、沈没等により甚大な被害が生じる恐れがあ 
り、また負傷者の救出にも時間を要することが予想されます。本総点検は、事故 
を未然に防止し、安全運航を確保するために、旅客船等の海上交通機関に対して、 
自主点検の実施を要請するとともに、当局職員による立入点検を実施するもので 
す。 
 
本年も、管内各港において、運航労務監理官、船舶検査官、船舶測度官が連携し 
て点検班を編成し、延べ４４社、５１航路、５７隻に対して立入点検を実施しま 
した。 
 
本局では本総点検の初日である７月１日に、福岡市が運営する博多～志賀島航路 
の「きんいん１」（120 トン）に安藤九州運輸局次長を総指揮とする８名の点検 
班が乗船し、検査項目に基づき救命胴衣、救命筏取付状況等の確認また志賀島港 
ターミナルにおいて運送約款等の点検を行いました。 
 
九州運輸局では今後も船舶の安全運航の確保を図るよう関係者への指導を行って 
いきます。 
 
※当日の総点検の模様については、次の URL からご覧になれます。 
http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_131_9.pdf 
 
 
（海上安全環境部 運航労務監理官） 
 

----------------------------------------------------------------------- 

▼▼外国人旅行客の回復に向けて▼▼ 

～平成２３年度九州クルーズ振興協議会総会開催～ 
----------------------------------------------------------------------- 

平成２３年６月２８日(火）に「平成２３年度九州クルーズ振興協議会総会」を 

九州運輸局において開催しました。 

 

当協議会は、国内外のクルーズに関し、各地の情報を共有しながらクルーズ振興 

を図ることにより、九州全体の地域振興に寄与することを目的とし、国の関係機 

関、市町村等自治体、関係企業・協会・団体等により平成１５年１１月に発足し、 

７年あまりが経過しましたが、この間、会員の誘致活動等により、外航クルーズ 

客船をはじめ、九州各港へのクルーズ客船の入港は着実に増加しており、平成２ 

２年度は２６４隻の寄港がありました。 

 

しかし、本年３月以降は東日本大震災や福島第一原発が被災したことによる風評 

被害等により、博多港の３３隻をはじめ九州管内で約７０隻の寄港中止が相次い 

でおります。 

 

現在も依然として、日本全体が風評被害により敬遠されている状況ではあります 

が、そのような状況の中、６月３日に震災後初めてドイツから外航クルーズ客船 

「ブレーメン」が博多港に寄港しました。また、８月からクルーズ客船「レジェ 

ンド・オブ・ザ・シーズ」の博多港をはじめ別府、鹿児島港への寄港再開も予定 

されており、外国人旅行客の回復に向け明るい話題も出てきたところであり、よ 

り一層のクルーズ振興を図るため、平成２３年度の協議会を開催しました。 

 



総会当日は、会員約６０名参加のもと、田中会長（JR 九州株式会社相談役）、九 

州運輸局安藤次長の挨拶のあと、事務局より平成２２年度の事業報告として、６ 

月に約３００名が参加した九州クルーズシンポジウムやジャパンクルーズシンポ 

ジウム等の報告及び収支報告があり、承認されました。また、平成２３年度の事 

業計画として、“九州観光の PR”、“２０１２クルーズ客船九州入港予定パンフレ 

ット（平成２４年度版）”の作成や誘客活動等が決定されました。 

 

その後、商船三井客船（株）、郵船クルーズ（株）及び自治体（福岡市、別府市） 

からクルーズ船の現状等についての報告があり、最後に九州運輸局企画観光部よ 

り「インバウンド推進についての取り組み」として、シンガポールで開催される 

クルーズ国際展示会への出展やコスタ・クルーズへの体験乗船等の提案等があり 

時間オーバーの中、閉会となりました。会員各位の今後の活動の一助となる有意 

義な総会となりました。 

  

今後とも、九州地方ならではの観光資源などを最大限に活用し、外国人旅行客の 

回復に向け、外航クルーズ船の誘致活動等を行い、クルーズ振興を図るために、 

引き続き活動して参ります。 

 

※総会の模様は、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_131_6.pdf 
 

※九州クルーズ振興協議会のシンボルマーク 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_131_3.pdf 

 

（九州クルーズ振興協議会事務局） 
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【編集部より】 

編集部では、運輸と観光行政に関する取組や話題、イベントの案内、地域の情報 

等、本メールマガジンへの掲載記事を募集しています。お気軽にご投稿ください。 

 

九州運輸局メールマガジン編集部（九州運輸局総務部内） 

mail : mm-kyushu@qst.mlit.go.jp 

Tel:092-472-2312   Fax:092-471-7192 
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▼九州運輸局メールマガジンのバックナンバー閲覧はこちらから▼  

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/top.html 
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